
令和 2年　6月17日 大阪府枚方市伊加賀緑町3番２４号

　貸　借　対　照　表　

サンエス工業株式会社

資　　　　産　　　　　の　　　　　部 負　　　　　債　　　　　の　　　　　部

科　　　　　目 金　　　　　額 科　　　　　目 金　　　　　額

円 円

Ⅰ　流　　動　　資　　産 Ⅰ　流　　動　　負　　債

現 金 預 金 577,676,186 支 払 手 形 988,765,387 
受 取 手 形 394,579,448 工 事 未 払 金 642,475,753 
電 子 記 録 債 権 181,859,707 未 払 金 229,359,664 
完 成 工 事 未 収 入 金 1,672,196,234 未 払 費 用 5,074,555 
未 成 工 事 支 出 金 91,137,395 未 払 法 人 税 等 55,270,832 
材 料 貯 蔵 品 37,676,877 未 成 工 事 受 入 金 16,221,272 
短 期 貸 付 金 620,000,000 預 り 金 61,968,539 
前 払 費 用 16,390,278 未 払 消 費 税 69,308,576 
未 収 入 金 2,824,075 リ ー ス 債 務 （ 短 期 ） 28,772,332 
未 収 収 益 603 役 員 賞 与 引 当 金 5,400,000 
立 替 金 211,977 
仮 払 金 273,102 
仮 払 消 費 税 等 28,282,723 流  動  負  債  合　計 2,102,616,910 
繰 延 税 金 資 産 99,857,270 
貸 倒 引 当 金 △15,507,000 

流  動  資  産  合　計 3,707,458,875 
Ⅱ　固　　定　　負　　債

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 12,950,000 
リ ー ス 債 務 （ 長 期 ） 91,615,876 
厚生年金基金解散損失引当金

Ⅱ　固　　定　　資　　産 固  定  負  債  合　計 104,565,876 
１．有  形  固  定  資  産

建 物 417,561,535 
構 築 物 32,132,430 負 債 合 計 2,207,182,786 
機 械 装 置 17,293,077 純　　　　資　　　　産　　　　の　　　　部

車 輌 運 搬 具 1 Ⅰ　株　　　主　　　資　　　本

工 具 器 具 備 品 1,579,232 
リ ー ス 資 産 120,117,680 １、資　　本　　金 100,000,000 
建 設 仮 勘 定 ２、資　本　剰　余　金

有 形 固 定 資 産 合 計 588,683,955 　　資　本　準　備　金 11,362,812 

２．無  形  固  定  資  産 資 本 剰 余 金 合 計 11,362,812 
電 話 加 入 権 1,416,000 
ソ フ ト ウ ェ ア 5,281,084 

無 形 固 定 資 産 合 計 6,697,084 ３、利　益　剰　余　金

　　(1)利　益　準　備　金 25,000,000 
３．投 資 そ の 他 の 資 産 　　(2)その他利益剰余金 1,968,609,914 

投 資 有 価 証 券 1 　　　　別 途 積 立 金 800,000,000 
出 資 金 520,000 　　    繰 越 利 益 剰 余 金 1,168,609,914 
長 期 保 証 金 3,571,500 
前 払 年 金 費 用 1,138,499 利 益 剰 余 金 合 計 1,993,609,914 
破 産 ・ 更 生 債 権 等 643,308 
繰 延 税 金 資 産 4,085,598 
貸 倒 引 当 金 △643,308 株　主　資　本　合　計 2,104,972,726 

投資その他の資産合計 9,315,598 

固　定　資　産　合　計 604,696,637 
純 資 産 合 計 2,104,972,726 

資 産 合 計 4,312,155,512 負 債 及 純 資 産 合 計 4,312,155,512 

令和２年３月３１日

第　５　２　期　　　決　　算　　公　　告

　　　　　　　サンエス工業株式会社

　　　　　　　　 代表取締役　坂本　修一



（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．　資産の評価基準及び評価方法

 (1)　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　 　その他有価証券　 　時価のあるもの　　　　 その他有価証券

　　　 　   時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法

　　　　　　　　　　　　　　　　     時価のないもの　　　  　  時価のないもの 移動平均法による原価法

 (2)　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　   仕掛品 個別法による原価法

２．　固定資産の減価償却の方法

　　 有形固定資産 定率法を採用しています。

     （リース資産を除く） なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。

ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物(建物付属設備を除く）、平成28年4月1日以降に取得した建物付属設備及び

構築物については定額法によっています。

　　　リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっております。

平成１９年３月３１日以前に契約をした、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

３．　引当金の計上の方法

　　 貸倒引当金
売掛金等の債権の貸し倒れによる損失に備えるため、法人税法に定める限度相当額(法定繰入率 6/1,000)を計上しています。

　　 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当期末において発生して

いると認められる額を計上している。退職給付引当金および退職給付費用の処理方法は以下のとおりとする。

イ.退職給付見込額の期間帰属方法

  ・各勤務期間に帰属させた給付に基づき見積もった額を、退職給付見込額の各期の発生額として計上する「給付算定基準」

   を使用する。

ロ.未認識の数理計算上の差異及び未認識の過去勤務費用の費用処理方法

　・未認識の数理計算上の差異については、発生年度の翌年から10年間にわたり、定額法により費用処理する。    

　・未認識の過去勤務費用については、発生年度から10年間にわたり、定額法により費用処理する。

ハ.割引率

   ・退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した「デュレーションアプローチに

　  よる単一の加重平均割引率」を使用する。

　　 役員退職慰労引当金

４．　完成工事高の計上基準 ①当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)

②その他の工事

工事完成基準

請負金額が10百万円未満の工事については工事完成基準によっている。

５．　その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　 　消費税等の会計処理 消費税等に相当する額の会計処理は、税抜方式によっております。

（当期純利益）

246,032,203 円

注　　　　記　　　　表

役員に対する退職慰労金支出に備えるため、内規に基づく必要額の100％を計上しております。


